
令和６年３月 29 日 

質 問 回 答 書 

 

下記の業務について質問がありましたので、以下のとおり回答いたします。 

業務名 令和６年度安曇野市リモートワーカー育成支援業務委託 

 

 質問内容 回答 

1 

・仕様書【５（１）オ、（４）エ】 

「会場開催にあたり、参加者の希望に応じて託児サービスを提供すること。」

について 

⇒保育資格者に限る等はございますでしょうか。もしくは一般社員が対応して

もよろしいのでしょうか。 

最低でも 1名は有資格者を配置してください。 

 なお、厚生労働省が定める保育士の配置基準がございますので

ご参考にしてください。 

【児童福祉施設の設備及び運営に関する基準】 

https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=82069000&dataType

=0&pageNo=1 

2 
・全体を通して、「就業に向けた支援」について 

⇒数値目標等はございますでしょうか。 

・リモートワーカーとしての新規就労者数（年間１万円以上の受

注者） ⇒ 20 人 

・スキルアップセミナー参加者 ⇒ 40 人  

を目標としています。 

3 

・仕様書【５（３）カ】 

「受講をサポートする「メンター」と事業期間を通じて参加者に寄り添い個別

面談等の支援を行う「伴走コンシェルジェ」及びリモートワーカーの就労支援

を行う「就労エージェント」を配置し、受講者に対して必要な助言や仕事の斡

旋を行うこと。」について 

⇒こちらの項目にのみ伴走コンシェルジュの記載がありましたが、メンター 

と伴走コンシェルジュの差分についてご教示いただきたいです。 

「メンター」は・・・ 

スキルアップセミナー時の受講サポートを担っていただきます。 

 

「伴走コンシェルジュ」は・・・ 

スキルアップセミナー後のキャリアに関する助言や計画を立て

るサポートを担っていただきます。 



4 

・仕様書【５（３）イ】  

スキル（Ｗｅｂサイト作成、Ｗｅｂデザイン・ライティング、ＣＡＤ操作等）

の記載について 

⇒「（Ｗｅｂサイト作成、Ｗｅｂデザイン・ライテ ィング、ＣＡＤ操作等）」

はあくまでもセミナー例という認識でよろしいでしょうか。 

お見込みのとおり、セミナー例としてご認識ください。 

5 

・実施要領に記載のある「将来的に市内リモートワーカーと地域事業者とのビ

ジネスマッチングが生まれ、地域事業者の労働力不足問題の課題解決が期待で

きるか」について 

⇒今年度の対応として就労先については地域事業者を想定されていますでし

ょうか。 

地域外への就労先とのマッチングは想定しない認識でしょうか。 

今年度（令和６年度）につきましては、ビジネスマッチング先

の想定はしておりません。 

今年度（令和６年度）において、地域事業者とのマッチング戦

略を構築し、次年度（令和７年度）からその戦略に基づき、地域

事業者とのマッチングを図っていくことを想定しています。 

 

※本業務をとおして、育成したリモートワーカーが、将来的に「地

域内外の事業者」とのマッチングにより、リモートワーカーの

受注額増を目指しながら、副次的に、「地域内の事業者」が抱

えている人手不足解消に寄与することを期待しています。 

※なお、本業務におけるビジネスマッチング=「事業者への就職」

ではございませんのでご注意ください。 

【本業務におけるビジネスマッチング】 

事業者が自社業務の一部をリモートワーカーへ発注すること 

 


